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水野他；う歯罹患と商食あ与え方ン：勃児期め楽養法なちびに嗜好傾向について

とともに増加しているが，どの年齢とも，厚生省調査8〕及

び大月ユ0，・舜車11悔の成績よ璽儀但であった（第4琴》㌻

　玲e貢nや、顔は学章期にお嫉多う歯罹患状態に多少め性

差を認めて略力｛，幼児醐無庇細の櫛鰍で
は性差ほ観察されなかっだぷ深由ユ3，ば勤椎薗在籍者に比

べ，○乳児院や保育所在籍者にう歯の発見が有意に低かっ

たの．ことを認め，これを施設乳幼児の規則的な日課に帰

している。しかし，第4表に示したよ二づに，本対象の中

では保育所児のう歯罹患状況は幼稚園のそれを幾分上ま

わり，・定期的に育児指導を受けていみ保健指導部児のう

歯羅騨は前；者に比べで騨であ？糧この醐屡庭

における問食管理の重要性を物語っているように思われ

る。

う。　　烈り導門尉 ㌧▽ll包こ 二面∵1

、，騨菓鞭でも飾離徽し腸催をま難類帳
取しない群と同程度のう歯発生率であるのに対し，食問

時に摂取した場合には急激な発生率を示すという22レ。そ

とセヒ各食品を与零る時間帯がう歯肇生睡どの逝うに彪

響を及ぽす・かを観察 した。、朱ずい与零られる時間帯をみ

ると，飴類，ガム，チョコレー㌧ ～ビズグジト，せん尋

い£　スナック菓子，㌔1和・・洋菓子ち ゴー、ラ≦飲料彫ま90％以上

の都隙時雌え鱗ヲ‘抄1ト尊‘．ヒ廿牛乳

罪アで醜が激獅毛鮮で脚半獅鶴解
蔑～しられていわドく第翫塞）〇二。

r二． 、咋マ』 ，去』

第5衷　菓子類△飲物を与える時間・（％〉
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2．飴ら菓子類，乳性飲料及び嗜好翠料の与犀方塵季歯

　発生との関係　

　う歯発生と与えち訓る食品⑫種類との関わりあいに関

する報告は今迄犀．もみられるがり、稗5レ，私達は表3に掲

げた食品の与え方と与える時間帯とがう歯発生にどのよ

1うに影響を及ぼすかを観察しだ。l

l多ぐの食贔においでは与える頻度が少ない程，う歯0

本め比率が多く， 逆にその頻度が増加するにづれ，う歯

・麺暑は減少し芳いる（第1叫中でも・琳キャ

ラメ’ル，チ3コレ乙ト，ドロッブ， スナック菓子，和菓

子，『㌧ヤ『クノレト，r市販ジュー不，1含一ラ飲料，一当 一ヒー，

フル禽ジ牛乳にそめ旗向が顕著比観察され1た。すなわ

ち，割ごiれら食品の頻回の摂取ぱう歯発生に好ましくない

影響を及ぽす可能性を示唆している。r

a　Bibby16，，・Lundquist謝は潜在脱灰能及びう歯誘発性

指数の犬きい食品程 う歯が発塗しやすい乏報告 して｝・

る。． すなわち，』さとうの総摂取量だけ脅ばう歯発生は決

ま：らない。』さとう がバシやどズ次 》1トのまうに小麦粉乞

混合されズいる場合亭，71歯の表面にざとうが付着する傾

向の強い食品の方が液体の形でさどうをとった場合より

1う歯誘発憧が高いというよ、飲物も肖腔内比停留すると歯

垢の中に浸透し，糖分の多いものでは歯垢内に糖分が貯

留’し，，そのため菓子類と同様に5歯発生ゐ原因になると

恥う。第1図からも朋 らかなように憂各種飲料にもう歯誘

発性が観察された。高岡13，，三浦19｝らは実験的に抜去歯

牙を果汁天り清涼飲料や乳酸飲料に浸積し1わずかの時

間で歯牙表面の脱灰を観察しているる 今回め調益成績で

布販果汁や乳酸飲料ジ、コrラ飲料どう歯発生の関係が観

察されたが，・これら飲物のrpHはbずれも4以下琴0，ゼ2P

そ声これらを頻回にのませることは歯のエナメル質をと

がし， う歯を作る好適条件を与えることになるのであろ

欝響食II 食事間食i
時　時

キャラメル 0．7 99．3 ヨーグルト 31．3 68．7

ド　戸　ッ　プ 0．8 99．2 フルーツ牛乳 16．6 83．4

チョコレート識＝2㌣ “砿3
［　rバ■

　ク　ル　ト 18．5 81．5

ガ　　　　　ム
・」；

辺 曳99，4

カルビス 13．1 86．9

ピスレシト
：』1け

・4’4 fg訊6＝コーラ飲料 6．5 93．5

カ　ス ・テーラ 14♂0で へ86．0

レ市販ジ昌rス 18．6 81．4
せんべ・』い・ ・I 4 93．G 紅　　　茶 62．0 38．0

クラヅカー 13．9」8叡1
乱一

コ　　コ 　ア 34．0 66．0

スナ歩 ク菓子 5二 2 　唱　　　　

94．8
7∫コ　ー　　ヒ　ー 52．6 47．4

洋　菓1 子
319 96江 1コーヒー牛乳 32．8 67．2

和　菓　子 5←2 麟8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■k

　飴・菓子〆各穏飲物ボ食嶺蒔または食間時のいずれの

時闇帯に与えられていても，一人当りの平均う歯数には．

顕著な差異は観察されながらた5しかし， ごれらの食品

を与えるのにう歯σ本の群とあまり与えなレゴ・めにう歯51
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状勢の中でこれらの食晶を与えないことによる精神商を

の点イナスも考えられる8『市飯，1、1手作り、め》蒐ずれめ菓子・

を与えるにしえも保育者が間食め意義を正じぐ理解 じ，二き

充分な管理が望まれるぷご一二1一』 1障う、『1て』ル r』ゴい山

3．、う歯宿恵ど乳児期め栄養法と、の関係匹1 i函
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第6表 う歯発生と与える時間との関係
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平麹う歯数との関係をみると， 生後・1 ウ月間だけ母乳を

与えられて矯た者のう歯本数は3、3本，・、3カ月迄与えら

註う歯φ有無て％）ま

無

ンc、 17』2」こ

　　、86。7・三1

　　 、38』9． 1

　　・32．Q『ご

　　 38診』

　　25，q ＝

ソヤ　ドノ　　 　ドペ

　　51．8

2PP¢
28，3．

’》次 1⊆

　』 露ン ｝ピ
一　　＝匙8218

∵で6吾一琶・－、

。・
6主if童

二い蹴68．α ぞ

　　、． 751 0

　　48．2

蝋又76。0、『

　8Ω・Ω～

　、 71．2．

　　　　　　　　　一ゴ　f　　 ．』 1滑lr涯’宕録、ひ 1、寸

れてい為者では31．7本， …』4衷月迄i、4∵9本ii 7ガ月＝迄ll5．6

本，ン1g奥月迄，8，1本とな．り、∫、・母乳を長．く 与えられて恥た

群にう蝿多発傾向が観察された6二1歳の時点でめ断乳が

でき凄変、ジた者にう歯発生率が高かう たξレ♪覧報告讐に

二もみられるように，・母親爾哺育態度がう歯発生に何らか

の影響塗及しているのであろうか？』｛、1、1、《、1＝ 弾・．，1：ξ、・）冠

汎私達峠曝健指導を通して蹟人工栄養廼獄乳を比鱗的規

則正転く1与美ら魏る例が多いのに濁焔』母乳栄養では母、

乳は簡単に与えち熱多とレ》二う 手軽さカ・ら，ゴ、．とかぐ，．ま受乳

が不規則匹獄戯て恥る症例K遭遇寅為。・佐藤ら職。も母乳

栄養では人エ栄養や混合栄獲に比ぺ， 比較的不規則に授

乳されがちだと報告してk｝る6ミ、そ鳶で云 』21群間に飴や菜

子類，、慾物等の与え方に差異がみられ蚤かどう！加、母親

の育児態度を比較してみた（第8表）ず講Q結果森酉群同

様な傾向を示し，』差異は観察されなかρ1た。，1
、、

．．

　対象児の中，乳児期に人工栄養哲養育毒れた者には庶

糖約茄％卿，の特殊調製粉勃鴨・られて瞭．．これ

一gq一
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水野他＝う歯罹患と間食の与え方，・1 乳児期の栄養法なちびに嗜好傾向につし～て

一第8．表脂乳児期の栄養法の相異による

　　　 》菓子類 ゼ飲物の与え方』（％〉 ち＝。ノ．

♪〔Bンシ弘き大好：き尋と答えた・ものにジつ恥て1

＼　　 　㌔ 二与えはじめト。L鳶よく与える蔦｛・

琴1歳未満毫 　．、もの
．

　　　　　　　　　．母乳群。、人手群
、、、

、，

母乳群L ム；群

Fキ・ヤラメソレ∵

ドロ　ッ　ブ　　　2．9

チ3コレード く・ 1

ガ 、　トム　　、，・Ol
』

ビスケット　66、7

カステラ 　63．7

せんべいξ． 、52．6

クラ1．ッ カー．、‘・42，1

スナ シク菓子 ！ぐ124．0

洋1－1菓子1．719．9

和圧、菓子， 16．4

ヨ・一 グルト　　．5：65，1

フル←ツ牛乳　　．…11、7

ヤFlク1ノレ　　ト　　　　 36．8

力遭ビス、』．40・9

総1ラ飲料　4・7
ジ

簡 一ス
Y32・2r

紅』仁1茶 丁4。1

コ． コア
、0

コーヒー　
0

コ」ら一牛乳　　 4．1

　叉6』0。㌔へ　　　　　　， 10ゴ3

　6．8　　　　5．9　　8．6
　　　ぎ14』6…∫』二16．2「

　　　　、望t窃 11－14
　57．3　　　　28．1
　55．6　　　　19．3　　17．1

．ll45．3　r　49．7

　　　　17．0　　　24．8』40．2

21r4
　　　　28．7　　38．5

　 18．σ　　　　9・9／　2耳F 4
　シ2註6　一　二4．1・　　　3．4

　63．
3L

　　　　 24．0　　　　21，4

〔．6よro　 ．　 5．9　　　L7

　32．・5 』　　20．5 　　　19；7

　リ
ノ

　　　、205．　23，1
　1r3．4　　　　　　　3。4
　32．5　　　　．22．3　　 29．9

　　　 22．2　23．1

　 3．4　　　　．2．9　　2．6

　　　　二3・旨．　2・6　1．7
　 5．1．
　　　　6．4　マ吃7

　　一
一

』　『

　〆

『　 ゴ　 　ド
　■　F　r、漁母乳群 1木主群r監

、

　V　　　　■1　』　　　

．チョ．マ＝、》rク トー エ 69。4 r ．71，6、

，寛　モ．ヤ、、ラヌ ノヒ・シニドい自ツツ”

　　　　r＼　　　』ガ㌦、一　　　　　ム∫〆

．1 48▽¢i4　　

、：舷1．
50．3

＝

』製三
53．5’

。． 許三∵
』、 』！r

カ 函ス㍗テ滴ラr 45．1』F－・13652

㌧子 1 洋κいぐ藁「「△子 r“ 47し4 r－46；61
い「 和＾ハ 、18．5）IL 1／　・1958rL

”塩

r峯，、

』ズデレ忽菓矧せ㌧ん　続べ1

・ミL

r・ 力党一㌧

　『6ま0
F

㌧一

58乙4》』

26．b

』ラ6』7P

’57ボ8二

∫・129131

全　部　　大好き 6．9 ー　お，91

甘※1 心■ 6　　二種　ゴゴ蔓大ん好 ぎン　　．　 ・．9』8 1．、1』6JO

味 5、種 大妬ぎ 9．8 11．2

’藍

華，1子』『～∵ε

4 種　大1好き

3じ魯冬娃鍬
2挿〔寄騨！

．．

　11．6

エ7・3

17，9 、

14．7
0、3．

1．6

屯、、 1，1種　蕊騨1：
　16．8、鴛

16』4

l　F 1い
吠好きミ、、無、ヒ 　8．1』い　1

1L2

塩※ 全ひ 部　　大好き1ン灼 16二8 洛　25。O

蟹 21；．種　　大好き：1 38＝2・ ぴ　29．3

争1 1』r．種　　大好き ’22．0・・∴1 23．3
、中

へ、

rト・
爵大好叡、 無 22．5 ．、22．4

註ン母乳群1？3人，’人工群116人

は母乳に比べ甘獺強「く・そのだあに甘騨即麟を

生み購騨う矯昨なるのではないかとρ意見嘩

いて甲和5・年以後か嚇調製碑の繕欺乳糖岬

いられるようにな6た乙

　そこで，乳児期に経験した甘味嗜好がその後の嗜好傾

向に影響を及ぼしているかどうかを検討してみた（第♀、、

表）。母乳群には「甘・塩味のどちらも好き」または「あ　

まり好みなじ・∫め比率が人工群より幾分高いのに対し）

て，後者権は1丁甘い味土または「塩味」のξちら瓜を好

第9表　乳児期の栄養法と現在の嗜好どの関係、、

一（A）嗜好傾向（％）
．7　い　　　　　「 　 　　　　監「　　　　　　　　 　　　　　3　μ

母乳脚73）1浜群鱒）

※1』 コレート漣ヤラ地ド㍗で、魑テ
　　ラ，洋菓子，和菓子　、1，

，

※2スナッ環孔クラッ新・．サ硲ヤ’1，

む著め琵蔀が高羨らた。 1しか’し1個々ゐ食品にづ“てみ

ると♪両群蘭k顛著な差はみられず1石短ら鋤の言う乳

兜期た甘聾煉を享えられたた顔こ味堂が iゆ血t され

う≧野 ラこ吾は特1こ観祭ξ匁な次？たすう輿罹卑占劉児

期の栄養法や味覚のimprintingとの関係を論ずる より

噺，う歯発生にはその他の因子の影響する部分が大きい

と思われる。

』1 ．＝r冠’ 庭環竣とう歯罹患との関係

貫ヤ、味が好、き

塩味が好き
＝どぢも好ぎ一

ラ：亥味力曝尊、

あまり好みなし．

20． 9

15．8

46．3

6，6

10．4

、

　25，7　・

　　　、 』し

　19．5

　38。0

　8．8r、
　8．0

～ゼ1）内碗数

・・ 弓前述しだように，幼児が集団のφで過ごす時間が長い

ε程う歯罹患が少なく，’そのような場には規則的な日課、

iが蓄め主薯因であろうと言う13レ。表に示したよろ壱もた今』

、．

調革績においては必ずしも上記咽騨騨猿

なかった。

71二建田ら32，は京都市内の幼稚園及び保育園児・486名11（3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ歳のみ）を対象に う歯発禦家庭り轡簿、焦惣ノヒ
も像数，文化・生活設備など）との関係を調べ，家庭の経

一91一
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済状態及び日照条件との間に著明な相関のある嬢εを観

察鰭卿ぢ・蝿灘態が悪く・また・日当りの悪唯

周F嶺活しでい幣場合にう歯多発傾向がみらμた。今回

壁獅鯨欲関す鋼鶴碗撫ヵ硫が， 幼稚

園繍僻園整比べてぢ菌嘩の低麿蟻；と1ここれ
、ら2黍件が多轡輿連してい番かも知れない勉、

i星弟の存在粧う…歯発生に及ぽす影響璽観察されなかっ

1た施祖父母胴居ま燃磁の聯業備鰍う醗生
≧の閻に関係を見恥出した（第10表）。即ち， ，』

歯0本の

者噸父母別居駆び母騨主婦騨群鮪意に多く・
ま蘇lllう歯教3季以上の者の比率が低女っ為“松島ら鋤

1も墨糧の職業の有無とう歯発生≧の間妬同様な傾向を観

馳∫いる・＝1．；：　　！ 　、、

　第10表　う歯発生に及ぼす家庭環擁の影響）（％y

』、」・、

．二1　　　、 一

祖父、母註 1．母親め職業

a、鐙　　　　P、一㌔1 魁5浮懐誘有（162）1無（4・2）

の
き　くごロ

分 』

　
】　

1～壱臼乱 「」

3ん5r
6．～101

，

11～15損

16～〔．『＝

　　a　　ンーb　　　ご23，1　　　　　　　　　　22．2

21．2　』　』18ゴ9　　　　16．1

27，2　　 ｝ 24忙9　1 r29』6

23。8　．　2真；4　　　 26．6∫’』

　4．6　　　2ξ0　　　4．9・

　0　　　　　　 0．6

　d34，2

19，9

23．1

20．1

12．0

017

轍／義人当Fり 3・7本 3，3本 4，・奉1 β，齊

〆（』ン内例数r

aとbの差　Pく0，05
cとdめ差 11》く0．01

曳’

・∵ 鱗間1磯舛碓、’ 菓子織幣鮒り毎初り相異
を遜登≧（第翼棄）・箏衆母同居群徹ヰ和・詳華子碧」～≦与

層⑫の地覇郎・・菰母撫爆を粗る群璽

飴・チョコレー段1濠A，、乳性及び乳酸飲料， ヤ嗜好飲料を

よく与える者と｝こロこれらを 1歳未満に与える者の割合が

高碗嵐執⑩蘇施墾環盤融の与え糎
う醗難騨夢鴨鞭こ嫡悉唆された・問食懲
の不規律｛生力野う［歯髪生 を増力ロさせる とレ、う報告7）30博η3？、1

が示すよう に∋間食の与え方の指導が大切なのであろう‘

「1甲8　　1．1　　六11ト　　‘』一1：　　 ・1　

恥．1現在の幡好傾向4ラ歯発隼ぐの関係1＿、、・，、、

爆児の瑚傾眺爆興及亭ます鰻確頃
（知2表）。，－　、 　． 、　 　”
Y第12表1現在の嗜好傾向とう．歯数（％1）』ン

嗜一

』傾

．向

1甘

じ子

ト中

甘．い味が 好．き

塩、味　力ζ 好しき

ど．ち1らも∋好1き

うす味が好き
あまトり好み なし

全、 部大騨
67，種零騨
畢’種犬好き
4 腫禾騨
竃7種米好き
2－ 蜘き
1’ 種　ナ惣芋き

ミ大好きモ　、無r』

』：塩 全部1：内娃ぎ、二

筆 21種 ク

子　、1 種　　〃
』’ 　『ミ大静きミ　無

1う歯0本 一う歯5本以上
く172）　・、　　　、（182）ぐ

r．竺．15．3　　　　　　：、23．5「』．

．r、17，1

．1 42．9　 囎，5丁ぞ

王1．2　　）、 　一 7㌔：3▽

1 一・13．5　　・、　　　10．6・1一

　7．0

㌧，

、真4・5

　－7，0

　 18，0

　、18，7

『1ユ2，2

㌧1 8『ユ1

，．真3・ρ、’．

38，3
　　　㌦20．4．

23．3ゴ

　㌣β！β

ハ　9．gll

　15・皇1、

　9．9
　17．6

　15．4

　19．8

　． 4、9』

・』 2¢ 翫

、（1）、内例数．、

・ぺ第τ1表1・菓子類『・1飲物め与え方に及ぱす家庭環境の影響（驚） 」「　　　　　　　　　　　「
～』

　　　
〆 』　　　　 ＼ド』、｝ 1㌧い＝

■　　F』 　㌧ 　　

　　　　　　　
、　■　 　 　　

ポく亀え、．多1 ．：臓牽灘モ与きなムぎ、

、祖∫ 父 母 母親の職業・ 』㌧ 父』母汚 ピ母親の駿業，）

F←　』、
同r居、 別居 有1卜無㌧二同 周別 胤l　　　　　　l 1

I　　　　　　　I 1

ジ驚劣二～セ、堕 どで㍗ヨ どπ♪、1，．・9も：α8．・

、．1ビス’ケツrド・激ステラ』r∵ 　　　．27．1　27．3．

1噺醐易ヅカマ帰1シ蝶 　3痴2
ト’

菓子ず一和菓子 ”　　　　　　　　6．3
　ヨーグルト。フルーツ牛乳・ヤクル
ε’ 辱カルビ界駕マやラ飲料、乳 ジ菖 ㌘ 　　　 15．7
　ス　

』鯵1讐τ1態師コ〔ヒ」ll9．37．9

ご33．9

11，2

』14．6．

10．8　6．4　 5，5　4，2叱

2α2 32』2　　　　62．5

　　　34．3　　　　37，工　　　38．0

　　　8，0　　　14．7　　16．8

20．5一一　　13，6 　　　1311　　　　30．6

9．4　　　　8．0　　　　5．2　　　　4．9

37．4－与

7．0、

61．8

7．2　　2．9

56．5　　　67．6

38．5　ド　37♂9

13，4二　．15軌0
　　』1ド～　　

37．σ‘　r・ 28，2

5，4・　　r3ボ9
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水野他；う歯罹患と間食の与え方蒜乳児期の栄養法な二らびに嗜好傾向について

　う歯0本の者に比べてう歯5本以上有する者には甘味　　歯罹患率は前二者に比べて低率であった許脅i

を好む傾向がみられ，ゴまだ“甘い菓子てチ証巽レ房トニジ濡焉、・i2〉飴察菓子類∫1㌦乳盤飲料及び嗜姓飲料の頻回め摂取ば

飴，ドロッゾ，ガム，カステラ類，和・洋菓子）の中，　　う歯を誘発する可能性が示唆されだ‘i∫11：ハ↑　く』ll：

5種類以上を「大好き」r■と答えている者にう歯多発傾向三 マ3ン飴・〔菓子類，1一㌧各種嗜好飲料を与えるのにう歯0本群

がみられ・土井鋤，建田ら32，の報告している結果と同様嶺『ではいこれらの食品を食窃時に与える者熱多く試逆にあ：

な結果が得られた。．結局，甘味を好む者には間食として　　まり与えないのにう歯5本以上有する群でば食間時に与

甘喚子類を与泌頻度編1嫌るの筋筋σイ1諺と鉛え磁岱呑者が多栃捻い・㌦罵・fi監鴻講慰
　上記の7種の菓子類に含ま灘る砂糖量ばがなり多ぐジ≒　iら：4〉・乳児期における…栄養法とう歯発生どの関り合いを観

砂糖の蔽齢厭が独鵬を増大さぜ1磯と：う歯漏察眈ど紡・〉う椥物灘母麟獅多か粛力弊
発生とに密接な関係がみられるという報告17レからも裏付　　人平均う歯数ほ犬皿栄養児に少なか61た♂簿乳を長ぐ与

けができ零うよ落合ら35レの言うよ・うに1）1・3歳迄は甘味姓駅三えられていた群にはヴ歯発生の強い傾向が観察された詳

きにしないことが，う歯予防対策となるのそあろう、　　　5）乳児期における栄養法の差異が幼児期の甘味嗜好に

　　　　　　　　・！ ㌧ 1蔦　く』　　酔△獣1＼、ll　　「：二1 ミ葛鋒艮扱ぼす影響は観察さ・れな1がら．た5 ㌧、 ＝f 』1鳥　　ンi＝㍉　こ｝は

要　無眼二こ、、
τζ〕戸 三∫・．1 こ，☆）6）う歯。本の都歓母同騨及び母親が仕髄解

　東京の2が所の幼稚園児384名，∫14か所の保育所児）　る群に有意に少なく， 又，祖父母同居群でば和同洋英子

205名，保健指導部で摺導を受けている80名：レ・， 計669名を’ず・ を写えちれる者の比率演高くザ母親に仕礁を有する群1確

対象に幼児の食生活で特に間題視され6飴≦ 菓子類，li乳（ll憾飴，1チ壱無ゾ誉ド，1メガ云郭乳酸ポ乳酸菌飲料ジ1一嗜好飲

性飲料及び嗜好飲料の与え方どう歯罹患との関係を追求鷹二料をよぐ与える者沸多ぐ，宇しかも尉1歳未満に与える者1

し，さらに，乳児期における栄養法及び現在の嗜好傾向説惑の比率が高かっ㊧誰シ5デi』11 ご、r 窟：’』 ’1 1ll㍑ 』f鶯

とう歯罹患との関連づげを試みだ。ニヒ1、こ藤窒、lk　l瓦ド＝’恋7、》う歯5本堪上脊歩る老にぱ甘味嗜好傾向・然観察一ぎ

1）保育所児のう歯罹患状況は幼稚園のぞれを幾分上ま』 壕れ，1二又1 ’、菓子類の中，摯甘マ嘆子を大好きど答え娘、る者

わり，定期的に育児指導を受けている保健指導部児の・う臓　（が多かφた。1 1∫』 1穿 iく・ン「＝．i鎌lltく』 』 ・11＝…1』！Yrl…
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